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一
九
九
三
年
の
開
館
以
来
、
年
４
回

発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
『
資
料
館
だ

よ
り
』
が
、
一
〇
〇
号
を
数
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
『
資
料
館

だ
よ
り
』
を
お
読
み
下
さ
っ
た
皆
様
に
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
関
紙

が
、
館
の
活
動
と
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

つ
い
て
広
く
ご
理
解
い
た
だ
く
入
口
に

な
る
と
共
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
病
ん
だ

人
び
と
の
名
誉
の
回
復
に
向
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
の
場
と
な
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
こ
れ
か
ら
当
館
に
必

要
な
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
九
九
三
年
の
開
館
よ
り
３
年
後
、

一
九
九
六
年
に
「
ら
い
予
防
法
の
廃
止

に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
次
い

で
二
〇
〇
一
年
に
は
「
ら
い
予
防
法
違

憲
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
」
の
熊
本
地
裁

一
審
判
決
に
お
い
て
国
が
敗
訴
し
、
控

訴
を
断
念
す
る
事
態
が
続
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
発
せ
ら
れ
た
「
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
の
早
期
か
つ
全
面
的
解
決
に
向

け
て
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
」
の
中
に
、

「
名
誉
回
復
及
び
福
祉
増
進
の
た
め
に

可
能
な
限
り
の
措
置
を
講
ず
る
」
と
あ

り
ま
す
。
そ
の
な
か
に
資
料
館
の
拡
充

が
盛
ら
れ
、
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病

資
料
館
は
、
二
〇
〇
七
年
に
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
資
料
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
八
年
に
公
布
さ
れ
た
「
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
の
第
四
章
「
名
誉
の
回
復
及
び

死
没
者
の
追
悼
」
第
十
八
条
に
は
、「
国

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者

等
の
名
誉
の
回
復
を
図
る
た
め
、
国
立

の
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
設
置
、
歴
史

的
建
造
物
の
保
存
等
ハ
ン
セ
ン
病
及
び

ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
歴
史
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
そ
の
他
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
死
没
者
に

対
す
る
追
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
、
国

立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
等
に
お
い
て
収

蔵
し
て
い
る
死
没
者
の
焼
骨
に
係
る
改

葬
費
の
遺
族
へ
の
支
給
そ
の
他
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
り

ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
っ
た
人
々
へ

の
蔑
み
を
改
め
、
そ
れ
に
基
づ
く
名
誉

の
回
復
を
、
私
た
ち
に
迫
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
、
こ
う
あ
れ
ば
よ
い

と
い
う
在
り
方
の
ひ
と
つ
を
、
ハ
ン
セ

ン
病
で
あ
っ
た
方
々
が
教
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
は
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
協
議
会
の
運
動
史
『
復
権
へ
の
日

月
』（
光
陽
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

の
中
の
77
頁
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
で

す
。「（
日
本
ら
い
学
会
を
日
本
ハ
ン
セ

ン
病
学
会
と
し
た
）
名
称
変
更
の
問
題

は
、
こ
れ
で
一
定
の
目
標
に
達
し
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

勿
論
、
こ
れ
か
ら
も
同
じ
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
る
に
違
い
な
い
が
、
目
的
は
あ

く
ま
で
も
正
し
い
認
識
の
普
及
で
あ
り
、

日
本
語
か
ら
「
ら
い
（
癩
）」
の
字
句

を
抹
消
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
最
終
的

に
は
、
や
は
り
「
私
は
ら
い
で
し
た
」

と
い
っ
て
も
一
向
に
支
障
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
創
生
が
名

誉
回
復
に
つ
な
が
る
と
言
っ
て
い
る
の

で
す
。

　「
私
は
ハ
ン
セ
ン
病（
ら
い
）で
し
た
」

と
素
直
に
言
え
な
い
社
会
を
つ
く
っ
て

い
る
の
は
、
私
た
ち
な
の
で
す
。「
普

段
の
よ
う
に
お
勤
め
で
し
た
か
ら
、
気

付
か
ず
に
い
ま
し
た
。
も
う
お
よ
ろ
し

い
の
で
す
か
？
い
つ
ま
で
も
ご
一
緒
で

き
れ
ば
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
さ

り
げ
な
く
話
し
合
え
る

―
た
だ
そ
れ

だ
け
の
社
会
を
つ
く
る
の
は
、
む
つ
か

し
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
そ
れ
な
り
の
知

識
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
今
も
、
未
だ
に

根
強
く
残
り
続
け
て
い
る
偏
見
を
正
す

啓
発
が
ま
ず
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
一
九
五
五
年
に
多
磨
全
生
園
に

就
職
し
ま
し
た
が
、
最
も
激
し
い
症
状

を
呈
す
る
LL
型（
い
わ
ゆ
る
ら
い
腫
型
）

の
進
行
し
た
症
例
は
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
化
学
療
法
の
な
い
時
代
に
病

み
重
っ
た
患
者
の
苦
悩
は
計
り
知
れ
ま

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館

館
長
　

成
田
　
稔

創
刊
号
～
79
号

『
資
料
館
だ
よ
り
復
刻
版
―
20
年
の
あ
ゆ
み
』

１
冊
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
在
庫
あ
り
。

せ
ん
が
、
そ
う
し
た
人
び
と
に
容
赦
な

く
向
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
差
別
と
、
す

で
に
重
症
の
患
者
を
見
る
こ
と
の
な
く

な
っ
た
現
在
に
残
る
偏
見
と
は
、
異
な

る
も
の
の
は
ず
で
す
。
も
し
か
し
た
ら

今
の
偏
見
は
、
説
明
の
つ
か
な
い
想
像

に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
う
で
あ

れ
ば
、
症
状
や
後
遺
症
と
し
て
の
外
貌

の
変
化
を
恐
れ
る
愚
か
し
さ
を
指
摘
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
思
い
を

持
つ
に
至
っ
た
経
緯
を
自
問
自
答
し
て

も
ら
う
よ
う
な
啓
発
が
必
要
で
す
。

　
実
は
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
か
ら
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
へ
の

移
行
当
時
す
で
に
、
館
内
の
常
設
展
示

が
前
よ
り
も
見
劣
り
が
す
る
と
い
う
声

を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
無

断
外
出
患
者
を
犯
罪
人
扱
い
に
す
る

書
類
、
大
火
の
際
の
水
不
足
、
不
当
な

懲
戒
検
束
、
手
足
の
知
覚
障
碍
を
無
視

し
た
工
具
な
ど
、
あ
る
べ
き
医
療
の
姿

と
療
養
生
活
と
の
乖
離
を
表
す
も
の

と
し
て
、
一
層
の
工
夫
が
あ
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
展

示
を
再
考
す
る
所
以
が
、
こ
こ
に
も
あ

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
当
館
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
資
料
館
だ
よ
り
』

一
〇
〇
号
の
刊
行
に
寄
せ
て
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見出しでつづる
『資料館だより』100号のあゆみ

●創刊号　1993年10月1日…大
谷藤郎初代館長は、「小さいなが
らハンセン病の歴史と資料館につ
いて発表と交流の自由なメディア、
『すべての人間の尊厳』以外の何
者をも恐れないでモノ申せるメ
ディアであること」と抱負を語っ
ている。

●第50号　2006年1月1日…第50号の紙面では、開館から12年間の入場者数の分析
がなされている。国賠訴訟判決のあった2001（平成13）年に大きく伸びている。

●第51号　2006年4月1日…新館建設を伝える1面
記事。新館工事の進捗や関係者による日常の作業、展
示案の具体化について白熱した議論が行われているこ
とについて報じられる。
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「あとがき」には、編集を一手
に引き受けていた語り部・運
営委員、佐川修さんの思いが
こもる。
第17号　1997年10月1日

コ

ム
ラ

❶
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●第55号　2007年4月1日…リニュー
アルオープンを1面で伝える。写真は右
から東村山市長、厚生労働大臣、全療協
会長、社会福祉法人・ふれあい福祉協会
理事長の4人によるテープカットの様子。
この号から『資料館だより』はカラーと
なる。

●第11号　1996年4月1日…らい予防法廃止を、1面で
報じた。「元・現ハンセン病患者の人権は一応回復される
ことになるが、現実には長年沁みついた偏見や差別が一朝
一夕に解消されるとは思われず、今後の対応がさらに必要
となるであろう」と記事は伝えている。

● 第32号　2001年 7月1
日…国賠訴訟熊本地裁判決
と控訴断念を1面で報じる。
1953年のらい予防法闘争と
比較し、マスコミが大きく
取り上げ支援者が増えたこ
とから、「国民の意識の変
化に感無量である」と記さ
れている。

●第60号　2008年7月1日…ハンセン病
問題基本法成立（入所者の生活保障、社
会復帰の支援、名誉回復等を定めた）を
1面で伝える。「国立のハンセン病資料館
の設置」も条文に定められた。
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●第4号　1994年7月1日…開
館1周年を記念して、北條民雄

『いのちの初夜』を100部復刻。

●第16号　1997年7月1日…資料館4周
年記念の映画『見えない壁を越えて』（監
督・中山節夫）上映会には40以上の自治
体から500人以上の人が集まった。同映画
は、らい予防法が廃止されたことを受け
て制作された記録映画。

●第21号　1998年10月1日…全国の入所者を撮りつづけ
た写真家の趙根在（村井金一）が亡くなった翌年、開館5
周年記念として作品100点を選び、写真展をおこなった。

●第33号　2001年10月1日…開館8周年記念とし
て、鶴見俊輔講演会「ハンセン病との出逢いから」
を開催。詩人・大江満雄や文学を志していた入所
者との交流が語られた。420人を超す満員の盛況で
あったことを伝えている。

●第72号　2011年7月1日…春季企画展の附帯
事業として、音楽家のタケカワユキヒデが「多
磨盲人会ハーモニカバンドの思い出」と題して
講演。1975年から2年間、サポートメンバーと
して活動した思い出を語るとともに、当時の音
源も流された。
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「来館者の声」はアン
ケートを伝えるコー
ナー。「作品の見事なこ
と、これも驚きと感動」
という声がある一方で、
「こんなにきれいにして
あると現実とかけはな
れて、その時の人の苦
しみがあまり伝わって
こないように見られま
す」といった直言も。

第4号
1994年7月1日

コ ムラ

多
彩
な
館
の
活
動

❷
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●第31号　2001年4月1日…国賠訴
訟が行われる中、ハンセン病資料を
生かすネットワーク有志の協力を得
て、連続学習会「らい予防法とはな
にか？」を全3回開催した。講師は石
埼学（亜細亜大学・憲法学）、竹内英
一郎（弁護士・国賠訴訟弁護団）、神
美知宏（全療協事務局長）。

●第40号　2003年7月1日…開館
10周年記念として、大谷藤郎館長の
記念講演「近代の論理とハンセン病」
と京楽座・中西和久座長のひとり芝
居「をぐり考」を上演。2時間の熱
演に200数十人の観客が見入った。

新年号では、入所
者・大竹章さんの
写真が紙面を飾る
ことが多かった。

第30号
2001年1月1日（右）

第66号
2010年1月1日（下）
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●第82号　2014年1月1日…2014年秋企画展「想
いでできた土地　多磨全生園の記憶・くらし・望み
をめぐる」では、全生園の園内63ヶ所を選び紹介。
会期中、付帯事業として園内のガイドツアーを6回
開催。資料館を飛び出し、園内を歩く・見る・聞く
ことを試みた。
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現
在
、
春
季
企
画
展
「
こ
の
場
所
を

照
ら
す
メ
ロ
デ
ィ
―
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
の
音
楽
活
動
―
」を
開
催
中
で
す（
７

月
31
日
ま
で
）。
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

で
行
わ
れ
た
楽
団
活
動
、
民
謡
、
カ
ラ

オ
ケ
を
取
り
上
げ
、
楽
器
、
楽
譜
、
衣

装
、
写
真
、
映
像
資
料
な
ど
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
企
画
展
を
ご
覧
に
な
っ
た
来
館
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
を
、
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

・
国
の
間
違
っ
た
制
度
の
た
め
に
ハ
ン

セ
ン
病
の
方
々
が
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
て
も
、
前
向
き
に
生
き
て
乗
り

越
え
た
人
生
を
、
自
分
に
な
ぞ
り
ま

し
た
。

・
つ
ら
い
練
習
に
耐
え
発
表
す
る
ま
で

の
長
い
道
の
り
に
感
動
し
ま
し
た
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
一
音
一
音
に
こ
め
ら

れ
た
数
々
の
心
の
叫
び
が
、
音
と
同

時
に
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

・
身
体
の
不
自
由
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
表
現
す
る
楽
し
み
を

見
出
し
た
入
所
者
の
方
た
ち
の
姿
に

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

・
音
楽
の
力
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　
今
回
、
療
養
所
の
楽
団
で
使
わ
れ
て

い
た
10
点
の
楽
器
を
一
同
に
展
示
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
楽
器
が
そ
ろ

う
こ
と
は
、
今
後
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
入
所
者
が
音
楽

に
生
き
が
い
を
見
出
し
て
情
熱
を
注
い

だ
姿
と
、
そ
の
証
で
あ
る
数
々
の
資
料

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

春
季
企
画
展�

付
帯
事
業
の
お
知
ら
せ

◎
古
典
・
民
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　
入
所
者
ら
に
よ
る
琉
球
古
典
・
民
謡

と
、
プ
ロ
の
民
謡
歌
手
・
三
味
線
奏
者

と
の
競
演
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
７
月
８
日
（
日
）

13
時
30
分
開
演
（
13
時
開
場
）

15
時
30
分
閉
演
予
定

【
会
場
】
当
館
映
像
ホ
ー
ル

【
出
演
者
】

・
仲
里
朝
篤
（
三
線
野
村
流
師
範
、
沖

縄
愛
楽
園
）

・
小
底
京
子
（
琉
球
箏
曲
興
陽
会
師
範
、

沖
縄
愛
楽
園
）

・
星
塚
三
線
同
好
会
（
星
塚
敬
愛
園
）

・
お
も
だ
か
秋
子
（
民
謡
歌
手
、
津
軽

三
味
線
澤
田
流
　
澤
田
勝
女
）

※
予
定
演
目
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料
（
事
前
申
込
不
要
、
先
着

一
三
〇
人
ま
で
）

◎
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

【
日
時
】
７
月
14
日
（
土
）・
28
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
40

分
程
度

【
会
場
】
当
館
企
画
展
示
室

※
入
場
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

実際に使われていた楽器を一同に展示

コンサートに出演する星塚三線同好会

春
季
企
画
展 

絶
賛
開
催
中
！

付
帯
事
業
も
盛
り
だ
く
さ
ん

　
佐
川
修
（
金
相
権
）
さ

ん
は
、
本
年
１
月
24
日
に

89
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。

　
佐
川
さ
ん
は
、
大
竹
章

さ
ん
と
共
に
全
国
の
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
を
回
っ
て

協
力
を
と
り
つ
け
、
資
料

収
集
を
行
う
な
ど
、
高
松

宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
設
立
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
開
館
後
は
、

語
り
部
と
し
て
自
ら
の
体

験
を
人
前
で
話
し
、
展
示

案
内
を
行
い
、
企
画
展
を

開
催
し
、
資
料
館
だ
よ
り

を
刊
行
す
る
な
ど
、
活
動

の
多
く
を
担
っ
た
。
さ
ら

に
寄
贈
資
料
や
送
ら
れ
て

く
る
印
刷
物
を
記
録
し
、
礼
状
を
出
し
、

入
館
者
数
を
集
計
し
、
日
報
を
つ
け
る

な
ど
、
庶
務
も
務
め
た
。
献
身
的
に
当

館
を
支
え
る
姿
勢
は
、
国
立
と
な
っ
た

後
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
近
年
は
神
経

痛
に
加
え
、
リ
ウ
マ
チ
、
心
臓
、
肺
の

疾
患
と
も
闘
い
な
が
ら
語
り
部
を
続
け

た
。
一
昨
年
４
月
に
入
院
し
た
後
も
、

度
々
車
椅
子
で
来
館
す
る
な
ど
、
最

期
ま
で
当
館
を
気
に
か
け
て
く
れ
た
。

　
ま
た
佐
川
さ
ん
は
、
重
監
房
の
飯

運
び
を
経
験
し
、
ら
い
予
防
法
闘
争

の
座
り
込
み
に
参
加
し
、
全
患
協
運

動
を
本
部
役
員
と
し
て
約
10
年
間
支

え
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
同
盟
で
は
在
日
の
入
所
者
の

処
遇
改
善
に
努
め
、
約
11
年
間
の
会

長
職
を
含
め
30
年
以
上
多
磨
全
生
園

入
所
者
自
治
会
の
役
員
と
し
て
入
所

者
の
た
め
に
尽
く
し
た
。『
全
患
協

運
動
史
』
と
『
倶
会
一
処
』
の
５
人

の
執
筆
者
の
１
人
で
も
あ
っ
た
。

　
決
し
て
自
慢
し
な
か
っ
た
が
、
本

当
は
非
常
に
多
く
の
功
績
を
残
し
た

方
だ
っ
た
。
ま
た
頼
ま
れ
る
と
断
れ

な
い
性
格
で
、
責
任
感
が
強
く
、
そ

の
た
め
多
く
の
人
に
頼
ら
れ
、
慕
わ

れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
佐
川
さ
ん
の
人
柄
や
功

績
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
４
月
１

日
（
日
）
か
ら
５
月
６
日
（
日
）
ま

で
「
佐
川
修
さ
ん
追
悼
展
」
を
開
催

し
た
。
予
防
法
闘
争
以
来
の
写
真
、

執
筆
し
た
書
籍
や
ニ
ュ
ー
ス
、
毎
日

記
し
た
手
書
き
の
日
報
な
ど
を
展
示

し
た
。
亡
き
佐
川
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
ノ
ー
ト
も
設
置
し
た
。

　
４
月
15
日
（
日
）
に
は
、「
佐
川

修
さ
ん
追
悼
上
映
会
」
を
開
催
し
た
。

午
前
は
語
り
部
と
し
て
の
講
話
、
午

後
は
全
患
協
前
史
か
ら
最
近
の
課
題

ま
で
を
語
っ
た
二
〇
一
一
年
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
上
映
し
た
。
生
前

親
交
の
深
か
っ
た
方
々
が
多
く
参
加

し
、
佐
川
さ
ん
と
の
時
間
を
思
い
起

こ
す
機
会
と
な
っ
た
。

佐川修さんを偲び追悼展と上映会を開催
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　「
み
る
く
世ゆ

向ん

か
て
ぃ
～
差
別
に
屈

し
な
い
」
を
全
体
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
７

年
ぶ
り
２
回
目
と
な
る
ハ
ン
セ
ン
病
市

民
学
会
が
５
月
19
日
（
土
）
か
ら
20
日

（
日
）
ま
で
沖
縄
で
行
わ
れ
た
（
２
日

間
の
参
加
者
延
べ
約
千
名
）。「
み
る
く

世
」
と
は
直
訳
す
れ
ば
「
弥
勒
の
世
界
」

と
な
る
が
、
戦
争
や
差
別
の
な
い
、
平

和
で
平
等
な
豊
か
な
世
界
を
意
味
す
る
。

　
今
大
会
は
、
前
回
大
会
か
ら
継
続
す

る
課
題

―
療
養
所
の
外
で
暮
ら
す
県

内
の
回
復
者
約
一
千
名
の
生
き
づ
ら
さ

に
加
え
、
沖
縄
の
基
地
問
題
を
俎
上
に

上
げ
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
る
。

　
紙
幅
の
関
係
で
内
容
を
詳
細
に
紹
介

で
き
な
い
が
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え

ば
、
２
つ
の
問
題
の
個
別
性
を
十
二
分

に
踏
ま
え
た
上
で
、
沖
縄
の
平
和
へ
の

希
求
と
ハ
ン
セ
ン
病
発
症
者
・
回
復
者

が
人
権
を
求
め
続
け
て
き
た
取
り
組
み

の
交
差
上
に
何
か
を
見
出
そ
う
と
し
た

試
み
で
あ
っ
た
。
端
的
に
要
諦
を
示
す

こ
と
に
困
難
さ
を
感
じ
る
が
、
表
現
す

る
と
す
れ
ば
、
生
へ
の
希
求
が
通
奏
低

音
の
よ
う
に
響
く
な
か
で
、
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
と
基
地
問
題
が
語
ら
れ
た
よ
う

に
思
う
。

　
那
覇
市
の
「
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
て
ぃ
る
る
」
で
行
わ
れ
た
初
日
の

交
流
集
会
第
二
部
リ
レ
ー
ト
ー
ク
の
発

言
を
２
人
紹
介
し
た
い
。
１
人
目
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
違
憲
国
賠
訴
訟
、
同
家
族

訴
訟
の
弁
護
団
で
、
第
３
次
嘉
手
納
基

地
爆
音
訴
訟
弁
護
団
で
も
あ
る
神
谷
誠

人
弁
護
士
。
神
谷
さ
ん
は
、
不
安
を
煽

り
、
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
負
担

や
犠
牲
を
強
い
る
社
会
構
造
、
そ
し
て

知
ら
な
い
間
に
加
害
の
位
置
に
立
た
さ

れ
る
私
た
ち
が
、
そ
の
位
置
に
立
た
さ

れ
な
い
権
利
を
求
め
て
い
く
必
要
性
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。

　
２
人
目
は
、
開
催
地
実
行
員
会
共
同

代
表
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
平
良

仁
雄
さ
ん
。
平
良
さ
ん
は
フ
ロ
ア
ー
か

ら
、「
ら
い
予
防
法
は
、
私
た
ち
を
人

間
扱
い
し
な
か
っ
た
」、「
基
地
被
害
を

受
け
続
け
る
私
た
ち
は
同
じ
日
本
国
民

で
す
か
。
頭
で
な
く
、
心
で
受
け
止
め

て
ほ
し
い
」
と
発
言
さ
れ
た
。

　
２
日
目
は
会
場
を
名
護
市
の
沖
縄
愛

楽
園
に
う
つ
し
、
４
つ
の
分
科
会
、
ま

と
め
の
全
体
会
等
が
行
わ
れ
た
。
分
科

会
は
、
現
在
争
訟
中
の
家
族
訴
訟
、
退

所
者
の
医
療
、
在
園
者
の
自
治
、
体
験

継
承
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

が
、
体
験
継
承
の
分
科
会
に
つ
い
て
少

し
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
分
科
会
「
体
験
者
か
ら
非
体
験
者
へ

の
継
承
を
考
え
る
―
沖
縄
戦
継
承
の
現

場
か
ら
」
は
、
沖
縄
戦
体
験
継
承
の
現

場
に
立
つ
非
体
験
者
の
実
践
か
ら
、
ハ

ン
セ
ン
病
体
験
継
承
に
つ
い
て
の
手
が

か
り
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

話
さ
れ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

体
験
記
録
等
の
体
験
者
と
非
体
験
者
の

共
同
作
業
そ
の
も
の
の
重
要
性
や
、
共

同
作
業
に
よ
る
非
体
験
者
へ
の
記
憶
の

分
有
は
、
体
験
者
が
健
在
な
う
ち
に
行

わ
れ
る
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

等
が
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
沖
縄
で
の
２
回
目
の
ハ
ン
セ
ン
病
市

民
学
会
は
、「
み
る
く
世
」
へ
の
処
方

箋
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
森
川
恭
剛

さ
ん
（
開
催
地
実
行
員
会
事
務
局
長
・

琉
球
大
学
教
員
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「『
差
別
に
屈
し
な
い
』
と
は
、
戦
争
も

差
別
も
な
い
社
会
へ
の
長
い
道
の
り
を

共
に
歩
む
た
め
の
合
言
葉
」
で
あ
り
、

乗
り
こ
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題

に
つ
い
て
共
に
考
え
る
集
会
で
あ
っ
た
。

　
来
年
の
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
は
宮

古
島
等
で
の
開
催
と
な
る
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会

　
　

盛
会
の
う
ち
に
終
わ
る

沖
縄
愛
楽
園
交
流
会
館
学
芸
員
　
辻

　
央

　
６
月
13
日
（
水
）
か
ら
15
日
（
金
）

ま
で
、
東
北
新
生
園
に
お
い
て
、
第
91

回
日
本
ハ
ン
セ
ン
病
学
会
総
会
・
学
術

大
会
（
東
北
新
生
園
長
横
田
隆
会
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
は
理
事
会
が
、
２
日

目
・
３
日
目
は
総
会
・
学
術
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
星
塚
敬
愛
園
の
後
藤
正

道
園
長
か
ら
は
ハ
ン
セ
ン
病
が
疑
わ
れ

な
が
ら
も
初
診
時
に
皮
疹
を
示
さ
な
い

症
例
の
診
断
と
治
療
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
重
監
房
資
料
館
の
北
原
学
芸
員
、

柏
木
学
芸
員
、
栗
生
楽
泉
園
社
会
交
流

館
の
干
川
学
芸
員
が
発
表
し
、
総
会
で

は
基
礎
・
臨
床
と
と
も
に
、
学
芸
員
の

参
加
や
社
会
科
学
系
の
発
表
も
重
視
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
で
は
、「
諸
外
国

の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
と
医
療
か
ら
学
ぶ

べ
き
事

―
国
際
医
療
協
力
と
国
内
医

療
に
求
め
ら
れ
る
知
見
と
は

―
」
を

テ
ー
マ
に
、「
ハ
ン
セ
ン
病
医
療
の
歩

み
を
治
療
薬
の
変
遷
か
ら
顧
み
て
」、

「
途
上
国
に
お
け
る
Ｍ
Ｄ
Ｔ
普
及
と
残

さ
れ
た
課
題
」
な
ど
に
つ
い
て
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
で
は
、「
日
本
ハ

ン
セ
ン
病
学
会
の
現
状
と
課
題

―
新

理
事
会
か
ら
の
提
案

―
」
を
テ
ー
マ

に
、
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
長
か
ら

の
提
起
を
も
と
に
、
①
新
患
調
査
を
ど

の
よ
う
な
組
織
で
継
続
す
る
の
か
、
②

ハ
ン
セ
ン
病
診
療
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
改
定
に
つ
い
て
、
③
啓
発
活
動
に
お

け
る
専
門
医
の
役
割
、
の
各
議
題
を
め

ぐ
っ
て
活
発
な
質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
特
に
③
に
つ
い
て
、

啓
発
活
動
に
お
け
る
医
学
的
検
証
と
ひ

な
形
の
作
成
に
つ
い
て
報
告
・
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
論
の
結
果
、
①
に
つ
い
て
は
、
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
。
②
お
よ
び
③

に
つ
い
て
は
、
委
員
の
間
で
意
見
の
相

違
が
あ
り
、
今
後
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
専
門
委
員
会
で
さ
ら
に
討
議

を
深
め
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
公
表

す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
術
集
会
終
了
後
、
東
北
新
生
園
と

し
ん
せ
い
資
料
館
の
見
学
会
が
行
わ
れ

全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

日
本
ハ
ン
セ
ン
病

学
会
開
催

第
91
回
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資
料
館
の
運
営
が
、
適
切
に
行
わ
れ
得

る
の
か
に
つ
き
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得

な
い
。
国
は
委
託
者
と
し
て
、
こ
う
し

た
点
に
つ
い
て
十
分
調
査
し
、
受
託
者

で
あ
る
日
本
財
団
に
対
し
て
適
切
な
指

導
を
さ
れ
た
い
。」
と
指
摘
さ
れ
た
こ

と
は
重
大
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
川
野
宇
宏
難
病

対
策
課
長
が
、
今
回
の
「
機
構
改
革
」

と
「
人
事
異
動
」
に
つ
い
て
難
病
対
策

課
も
承
知
し
て
い
た
と
回
答
し
た
。
こ

れ
に
対
し
徳
田
靖
之
弁
護
士
は
そ
れ
な

ら
な
お
さ
ら
問
題
で
、
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
厚
生
労
働
省
と
統
一
交
渉
団
の

信
頼
関
係
を
壊
す
も
の
だ
と
応
じ
た
。

　
今
後
、
統
一
交
渉
団
の
求
め
に
応
じ

た
「
調
査
」
や
「
指
導
」
が
厚
生
労
働

省
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

資
料
館
の
現
場
は
、「
基
本
法
」
の
趣

旨
に
則
っ
て
館
の
設
置
の
足
場
を
確
認

し
、
粛
々
と
毎
日
の
仕
事
を
こ
な
し
、

信
頼
の
回
復
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
６
月
22
日
（
金
）。
今
年
も
「
ら
い

予
防
法
に
よ
る
被
害
者
の
名
誉
回
復
及

び
追
悼
の
日
」
を
迎
え
た
。
式
典
会
場

は
例
年
通
り
、
厚
生
労
働
省
で
あ
る
。

　
ま
ず
正
面
玄
関
前
の
「
追
悼
の
碑
」

に
、
厚
生
労
働
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、

全
原
協
会
長
、
全
療
協
会
長
ら
、
代
表

者
が
献
花
を
行
っ
た
。
そ
の
後
講
堂
で
、

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
物
故
者

二
七
、
〇
七
四
人
の
御
霊
に
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
た
。
こ
の
一
年
間
で
一
五
三

人
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
続
い
て
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
が

式
辞
、
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
（
西
村
康

稔
内
閣
官
房
副
長
官
代
読
）、
大
島
理

森
衆
議
院
議
長
、
伊
達
忠
一
参
議
院
議

長
、
上
川
陽
子
法
務
大
臣
が
主
催
者
と

し
て
あ
い
さ
つ
し
、
謝
罪
と
反
省
の
弁

と
と
も
に
、
回
復
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
た
め
の
施
策
や
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
普
及
啓
発
へ
の
決
意
が
語
ら
れ
た
。

な
か
で
も
加
藤
厚
労
大
臣
と
安
倍
総
理

は
、
名
誉
回
復
や
偏
見
・
差
別
の
根
絶

に
向
け
た
政
府
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ハ
ン
セ
ン
病
や
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
歴

史
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

が
重
要
で
あ
り
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資

料
館
と
重
監
房
資
料
館
を
拠
点
に
行
っ

て
い
る
と
述
べ
た
。

　
来
賓
か
ら
は
金
子
恭
之
ハ
ン
セ
ン
病

対
策
議
員
懇
談
会
長
、
志
村
康
全
原
協

会
長
（
竪
山
勲
事
務
局
長
代
読
）、
森

和
男
全
療
協
会
長
、
遺
族
代
表
と
し
て

屋
良
朝
苗
氏
が
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
森

全
療
協
会
長
は
、
隔
離
政
策
を
後
世
に

伝
え
る
人
権
学
習
の
場
と
し
て
、
国
の

責
任
に
お
い
て
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を

永
久
保
存
す
る
よ
う
訴
え
た
。

　
午
後
２
時
か
ら
は
霞
ヶ
関
ビ
ル
内
に

あ
る
東
海
大
学
校
友
会
館
阿
蘇
の
間
で
、

約
一
〇
〇
人
が
傍
聴
す
る
な
か
平
成
30

年
度
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
対
策
協
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
統
一
交
渉
団
が
今
年
度
提
出
し
た

「
統
一
要
求
書
」
に
は
、
議
題
と
し
て

「（
６
）
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
運

営
に
つ
い
て
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
な
か
で
「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
の
運
営
は
、
現
在
、
日
本
財
団
に
委

託
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
財
団
は
、

今
般
、
資
料
館
運
営
委
員
会
に
事
前
に

諮
る
こ
と
な
く
、
独
断
で
、
大
幅
か
つ

重
大
な
機
構
改
革
を
行
い
、
こ
れ
に
と

も
な
い
多
数
の
人
事
異
動
を
行
っ
た
。

資
料
館
の
運
営
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の

趣
旨
に
則
り
、
か
つ
当
事
者
の
意
向
を

最
重
要
の
も
の
と
し
て
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
平
成
29
年
度
確
認
事
項

に
お
い
て
は
、
資
料
館
の
年
度
計
画
策

定
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
の
指
針
を
作

成
す
る
に
関
し
、
こ
の
点
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ

う
な
機
構
改
革
が
独
断
で
行
わ
れ
た
こ

と
及
び
そ
の
内
容
を
み
る
限
り
、
今
後
、

法
の
趣
旨
に
し
た
が
っ
た
啓
発
活
動
と

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
園
内
を
歩
い
て
み
よ
う

（
昨
年
の
夏
休
み
自
由
研
究
応
援
企
画
の
様
子
）

平
成
30
年
度
対
策
協
議
会

　
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
本
年
度
も
「
ハ
ン
セ

ン
病
と
人
権
」
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
を
以
下

の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

日
時

：

７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
10
時
か
ら
16
時
15
分
ま
で

内
容

：

ガ
イ
ダ
ン
ス
映
像
の
視
聴
、
多

磨
全
生
園
自
治
会
長
・
平
沢
保

治
さ
ん
に
よ
る
講
話
、
学
芸
員

ら
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
医

学
・
歴
史
等
に
関
す
る
講
義
、

館
内
見
学
（
予
定
）

参
加
費

：

無
料

　
申
込
み
先
着
50
名
以
内
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
受
講
者
に

は
修
了
証
書
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
方
法

：

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送

り
下
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
―
３
９
６

―
２
９
８
１
）。

　
資
料
館
で
は
、
今
年
も
子
ど
も
向
け

に
夏
休
み
自
由
研
究
応
援
企
画
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
７
月
29
日
（
日
）
に
は
「
多
磨
全
生

園
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
作
ろ
う
」
を
開

催
予
定
。
昔
の
全
生
園
内
の
様
子
が
印

刷
さ
れ
た
冊
子
に
、
現
在
の
同
じ
場
所

を
自
分
で
撮
影
し
、
説
明
文
や
絵
を
付

け
て
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
完
成
さ
せ
る
と

い
う
企
画
。
定
員
８
名
。

　
ま
た
８
月
18
日
（
土
）
に
は
「
回
復

者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！
記
者
に
な
っ
て

み
よ
う
」
を
開
催
予
定
。
回
復
者
を
お

招
き
し
、
参
加
者
が
記
者
の
よ
う
に
質

問
し
な
が
ら
お
話
を
聞
く
企
画
。
定
員

10
名
。

　
い
ず
れ
も
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
で

逐
次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

「
多
磨
全
生
園
の

�

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
作
ろ
う
」
と

「
回
復
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

�

記
者
に
な
っ
て
み
よ
う
」

２
０
１
８
年

「
ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権
」

�

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

夏休みの
イベントの
お知らせ

ご参加
お待ちしています

「
追
悼
の
日
」式
典
と
　
　

対
策
協
議
会
開
催
さ
れ
る

夏
休
み
自
由
研
究
応
援
企
画


